フォークリフト作業計画書（記載例）
作成日: 2026年10月15日
作成者（職・氏名）: 安全衛生管理者　〇〇 太郎
周知対象者: フォークリフト運転作業員、周辺作業員（計 8名）
1. 作業の概要
· 作業期間・日時: 2026年10月20日 08:30 ～ 17:00
· 作業場所: 第2倉庫（A街区〜C街区）および屋外荷卸しヤード
· 作業内容: コンテナ便（トラック）からのパレット荷物の卸し作業および倉庫内棚への保管移動
2. 作業場所の状況（広さ・地形等）
· 通路幅・作動領域: 倉庫内主管通路（幅 3.5m）、ラック間通路（幅 2.8m）
· 床面・路面状況: 倉庫内はアスファルト塗装（平坦・乾燥）、屋外ヤードの一部に微小な勾配（約 2度）あり
· 障害物・危険個所: 倉庫出入口（自動ドア付近のブラインドコーナー）、歩行者交差エリア（B街区交差点）
3. 使用するフォークリフトの種類および能力
· 型式・種別: カウンターバランス式電動フォークリフト（1.5トン） / 1台
· 最大荷重: 1,500 kg
· 最大揚程: 3.0 m
· アタッチメント: 標準フォーク（爪長 1,070mm）
4. 取り扱う荷の種類および形状
· 荷物種別: 段ボール箱詰め部品（パレット積み）
· 荷物の寸法・重量: 1,100mm × 1,100mm × 高1,200mm / 1パレット当たり約 800 kg
· 荷姿の特徴: 荷崩れ防止用ストレッチフィルム巻付け済み
5. 走行・運行経路（運行ルート）
· 屋外トラックヤード（荷卸し） ➔ 倉庫出入口（一時停止） ➔ 主管通路 ➔ 指定棚前 ➔ 棚入れ作業
· ※一方通行ルールの適用: B街区通路は北から南への「一方通行」とする。
6. 制限速度の設定
· 屋外ヤード: 10 km/h 以下
· 倉庫内主管通路: 8 km/h 以下
· 棚間通路および出入口付近: 5 km/h 以下（徐行）

安全対策および作業上の注意事項
1. 作業開始前点検の徹底
   ・ブレーキ、クラッチ、油圧系統、警報装置（ホーン・バックブザー）の確認。

2. 荷の取り扱い・積載
   ・定格荷重（800kg ≦ 1,500kg）を超過しないこと。
   ・マストを後傾させ、爪の高さは地表から15〜20cm（最低地上高）に保持して走行すること。
   ・荷により視界が妨げられる場合は、バック走行（後進）または誘導者を配置すること。

3. 接触防止および歩行者優先
   ・作業区域内への関係者以外の立ち入りを禁止（コーンおよびトラロープで区画整理）。
   ・建物の出入口およびブラインドコーナーでは必ず「一時停止・指差呼称（左右確認）・ホーン」を実施。

4. 合図および誘導
   ・屋外ヤードでの大型トラック接近時およびバック時は、誘導者の合図に従うこと。

実務作成時のポイント
1. 制限速度の設定要件
最高速度が 10 km/h 以下 のフォークリフトについては、法令上、制限速度を定めなくてもよいとされていますが、構造規格上 10 km/h 以上出る車両を使用する場合は必ず事前に制限速度を定め、運転者に周知する必要があります。
2. 図面（経路図）の添付
計画書本文に加え、「危険箇所」「運行ルート」「一時停止位置」「立入禁止エリア」を赤線等で記入した配置図・経路図を添えて作業員へ配布・掲示するとより効果的です。

